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第 I 部「問題と目的」は 4 つの章から構成された。第 1 章では、問題の背景と本研究の基本的
な立場を示した。第 2 章では、児童期の社会性発達に関する研究を、第 3 章では、集団適応に関































































第 3 に、データの豊かさである。外的適応を扱った研究 1"'3 では、のべ 1000 名以上の「気に
なる」子ども、集団の適応に困難さを抱える児童・生徒に関するデータを収集している。また、「外
的」適応と「内的」適応を扱った研究 4 では、 100 名以上の「気になる」子どもを含む 1300 名以
上の児童を対象として、児童自身が感じる適応感について明らかにしている点である。
発達に伴って生じる「外的」適応と「内的」適応の羊離を引き起こすメカニズム、男女の社会
性発達のプロセスに影響を与える仲間関係の役割についての考察には残された課題もあるが、社
会性の発達を描く新たな枠組みを提示し、多くのデータを用いてその枠組みの有効性と児童期の
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社会性発達のメカニズムを明らかにしたことは、発達心理学に新たな知見をもたらしたと判断で
きる。
よって、本論文は博士(教育学)の学位論文として合格と認める。
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